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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 28,671 2.7 896 45.1 900 41.5 391 308.1
24年3月期 27,919 2.5 617 △5.1 636 △4.9 95 ―

（注）包括利益 25年3月期 482百万円 （375.6％） 24年3月期 101百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 37.73 37.50 4.9 6.9 3.1
24年3月期 9.23 9.18 1.2 5.1 2.2

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  ―百万円 24年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 13,511 8,150 60.0 782.06
24年3月期 12,729 7,874 61.6 755.82

（参考） 自己資本   25年3月期  8,108百万円 24年3月期  7,836百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 1,319 △563 △284 3,086
24年3月期 930 △384 △311 2,614

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 207 216.8 2.6
25年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 207 53.0 2.6

26年3月期(予想) ― 11.00 ― 11.00 22.00 34.6

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,870 5.4 450 15.2 450 12.1 270 45.3 26.04
通期 30,500 6.4 1,100 22.7 1,100 22.2 660 68.6 63.66



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 有

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 10,500,000 株 24年3月期 10,500,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期 132,202 株 24年3月期 132,101 株

③ 期中平均株式数 25年3月期 10,373,922 株 24年3月期 10,393,735 株

（参考）個別業績の概要 

平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 22,689 3.5 680 63.0 698 57.9 358 168.7
24年3月期 21,920 △5.9 417 △39.2 442 △36.7 133 △35.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 34.58 34.37
24年3月期 12.85 12.78

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 13,608 8,257 60.4 792.42
24年3月期 12,634 8,025 63.2 770.34

（参考） 自己資本 25年3月期  8,215百万円 24年3月期  7,986百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、予想
数値と異なる場合があります。 
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当連結会計年度におけるわが国の経済は、震災復興需要などの政策効果に加え、政権交代による経済

対策への期待に伴う円安・株高が進行し、回復の兆しが見えましたが、中国の成長鈍化や欧州の財政不

安などの影響から、総じて厳しい状態が続きました。 

当社グループの属する情報サービス業界に関しましては、景気後退などで先送りされていた企業のIT

投資が回復しつつあることや、通信関連の投資拡大によるシステム開発需要が継続していること、金融

系の大型案件が動き出し始めたことなどから、改善基調で推移しました。 

こうした状況の中、当社グループでは、金融機関の合併・統合に伴うシステム開発・保守業務が堅調

に推移したことなどから、売上高は前年同期比で増加しました。利益につきましては、売上高の増加や

生産性向上などによる売上総利益率の改善、一部のれん償却の終了や、拠点の合理化で固定費を節減し

たことなどにより、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前年同期比で増加しました。 

以上により、売上高は286億71百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は８億96百万円（前年同期比

45.1％増）、経常利益は９億円（前年同期比41.5％増）、当期純利益は３億91百万円（前年同期比

308.1％増）となりました。 

  

（サービス別営業概況） 

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）は、データ処理や加工を請け負う受託計算業務が増加し

たものの、入力・事務業務の業務量減少やコールセンター業務のプロジェクト終了などが影響し、売上

高は170億８百万円（前年同期比0.2％増）となりました。 

ソフトウェアソリューション（SS）は、CRMパッケージ製品のライセンス販売やその周辺開発が堅調

に推移したことなどから、売上高は19億80百万円（前年同期比4.1％増）となりました。 

システムインテグレーション（SI）は、損害保険会社や信託銀行の合併・統合に伴うシステム開発・

保守需要が引き続き堅調に推移したことや、共済向けシステム開発案件が順調に進んだことなどから、

売上高は96億63百万円（前年同期比7.2％増）となりました。 

その他システム機器販売等は、システム開発に付随する情報機器の販売と保険代理店収入等で、売上

高は19百万円（前年同期比14.2％減）となりました。 

  

１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析
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（次期の見通し） 

足元の景気につきましては、新興国における景気減速や欧州の財政不安を背景とした海外経済の不透

明感は引き続き残るものの、国内では、新政権による円高是正やデフレからの脱却などの経済対策への

期待感を背景に円安や株価の回復が見られ、次第に景気回復へ向かうと予想されています。 

こうした中、当社グループは、中期経営計画「VALUE INNOVATION X」に基づき、データエントリー基

盤の再構築や、ローコスト生産体制構築に向けたSOHO・ニアショア・オフショアの活用促進、CRM系商

品のリニューアルや新商品の開発・販売、金融系システム案件への更なる深耕、さらにはM&Aなどの施

策を推進し、売上・利益の拡大を図ってまいります。 

また、グローバルBPOビジネスの展開など、新たな取り組みについても引き続き推進いたします。 

  

＜次期の基本方針＞  

・事業拡大 

主要顧客である金融業界の深耕、新規市場開拓、新サービス・新ソリューション創出、海外生産拠

点の活用、アライアンスによる事業領域の拡大を推進する。  

・競争力強化 

品質管理と原価低減を徹底し、生産管理の見直しによる業務効率化を推進することで、競争力を強

化する。また、営業力や人材開発についても、強化を図る。  

  

以上を踏まえ、次期の業績見通しについては次のとおりとなります。 

  

平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

 
（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報を基に当社で判断したものです。予想に内在する様々な不確定要因や

今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際の業績と異なる場合がございます。 

  

通  期 前年同期比

売  上  高 305億00百万円 6.4％増

 うち、ＢＰＯ（ビジネスプロセスアウトソーシング） 183億00百万円 7.6％増

 うち、ＳＳ（ソフトウェアソリューション） 20億30百万円 2.5％増

 うち、ＳＩ（システムインテグレーション） 101億50百万円 5.0％増

  うち、その他システム機器販売等 20百万円 0.9％増

営 業 利 益 11億00百万円 22.7％増

経 常 利 益 11億00百万円 22.2％増

当 期 純 利 益 ６億60百万円 68.6％増
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①資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金、有価証券の増加などにより、92億98百万円（前年

同期比10.8％増）となりました。 

 固定資産は、のれんの償却などにより42億12百万円（前年同期比2.9％減）となりました。 

 以上の結果、総資産は、135億11百万円（前年同期比6.1％増）となりました。 

  

(負債) 

流動負債は、前受金、買掛金、未払法人税等の増加などにより42億51百万円（前年同期比12.4％増）

となりました。 

 固定負債は、長期未払金が減少したものの、退職給付引当金の増加などにより、11億９百万円（前年

同期比3.5％増）となりました。 

 以上の結果、負債は53億60百万円（前年同期比10.4％増）となりました。 

  

(純資産) 

純資産は、利益剰余金、その他有価証券評価差額金の増加などにより、81億50百万円（前年同期比

3.5％増）となりました。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて

４億72百万円増加し、当連結会計年度末には、30億86百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は、13億19百万円(前年同期は９億30百万円の増加)となりました。 

これは主に、法人税等の支払額が３億85百万円あったものの、税金等調整前当期純利益が８億51百万

円、減価償却費が６億13百万円、のれん償却額が１億17百万円あったこと等によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果減少した資金は、５億63百万円(前年同期は３億84百万円の減少)となりました。 

これは主に、有価証券の売却による収入が５億円、投資有価証券の売却による収入が１億48百万円あ

ったものの、有価証券の取得による支出が５億円、投資有価証券の取得による支出が４億62百万円、有

形固定資産の取得による支出が１億85百万円あったこと等によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は、２億84百万円(前年同期は３億11百万円の減少)となりました。 

これは主に、配当金の支払額が２億７百万円あったこと等によるものであります。 

（２）財政状態に関する分析
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なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。  

 
(注)  自己資本比率：自己資本／総資産 

      時価ベースでの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

      キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

      インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式を除く)により算出しております。 

３．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。 

４．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動による

キャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。 

  

当社は、株主尊重を重要な経営政策のひとつとして位置付けております。利益の配分につきまして

は、将来の事業基盤拡大に備えた内部留保と財務体質の強化を図りながら、株主に対する継続的で安定

的な配当を実施することを基本方針としております。 

内部留保金につきましては、技術革新や事業拡大に対応して、研究開発投資・設備投資を適宜実施

し、新規事業の創出、新商品の開発、新技術の導入、海外展開など、競争優位性を確保するために有効

に投資してまいります。 

また当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うこととしており、これらの剰余金の

配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。 

上記方針に基づいて、当期の配当金につきましては、中間配当10円を合わせて、１株につき20円の年

間配当を実施する予定であります。 

また、次期の配当金につきましては、事業環境や業績等を勘案し、１株につき22円の年間配当を見込

んでおります。 

  

平成24年３月期 平成25年３月期

自己資本比率（％） 61.6 60.0

時価ベースの自己資本比率（％） 60.6 66.3

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 49.5 34.5

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 107.8 131.6

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

(株)アグレックス（4799）　平成25年３月期　決算短信

- 5 -



  

当社グループの事業に係るリスクについて 

ａ．人材の確保について 

当社グループは、事業の拡大を図るために、優秀な技術者や業務スタッフの確保が必要不可欠であり

ます。ビジネスプロセスアウトソーシングにおいては、優秀な技術者や業務経験者の確保とともに、事

務処理・データ入力サービスにおける優秀な業務スタッフの確保が必要であります。また、ソフトウェ

アソリューション及びシステムインテグレーションにおいても、優秀な技術者の確保が必要でありま

す。人材獲得競争の激化により当社が必要とする優秀な人材を確保できない場合には、事業展開が制約

される可能性、さらには業績に影響を及ぼす可能性があります。 

ｂ．技術の進展等について 

当社グループの事業は、情報技術、通信技術に密接に関連しており、これらの技術分野は、技術の進

展が著しいという特徴を有しております。当社グループが想定していないような新技術・新サービスの

普及などにより事業環境が劇的に変化し、その対応が遅れた場合には、受注の減少など経営成績に影響

を及ぼす可能性があります。また、新規参入・競合の状況によっても、業績が影響を受ける可能性があ

ります。 

ｃ．顧客情報の管理について 

当社グループは、ビジネスプロセスアウトソーシングにおいて顧客情報を大量に取り扱っておりま

す。当社では、プライバシーマーク制度（注１）やISMS適合性評価制度（注２）の認証を取得するな

ど、情報管理及び社員の教育には十分留意しておりますが、万が一、顧客情報の流出等が発生した場合

には、事業展開が制約される可能性、さらには業績に影響を及ぼす可能性があります。 

（注１） プライバシーマーク制度：日本工業規格「JIS Q 15001個人情報保護マネジメントシステム―要求事項」に

適合して、一般財団法人日本情報経済社会推進協会が、個人情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備

している事業者等を認定して、その旨を示すプライバシーマークを付与し、事業活動に関してプライバシーマ

ークの使用を認める制度。 

（注２） ISMS適合性評価制度：企業の情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS)が、ISO/IEC27001及び「JIS Q 

27001」に基づく認証基準に適合することを認定する一般財団法人日本情報経済社会推進協会の評価制度。 

ｄ．プロジェクト採算の管理について 

当社グループは、ソフトウェアソリューション及びシステムインテグレーションにおいて、見積り精

度の向上、プロジェクトマネジメントの強化等に努め、効率的なシステム開発をめざしております。し

かしながら、作業開始後の仕様変更、納入後の不具合発生など、当初見積りを超える作業工数の発生に

より、プロジェクトの採算が悪化した場合、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

（４）事業等のリスク
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当社グループは、当社、連結子会社６社で構成されており、ビジネスプロセスアウトソーシング

（BPO）、ソフトウェアソリューション（SS）、システムインテグレーション（SI）の３つを主な事業と

しております。 

また、親会社としてITホールディングス株式会社がありますが、同社は傘下子会社及びグループの経営

管理ならびにそれに付帯する業務を行っております。 

各事業に係る主な事業内容と主要な関係会社は、概ね次のとおりであります。 

  

２．企業集団の状況
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当社は、「人とITのチカラでお客様の価値創造を支援し、豊かで活力ある社会の実現に貢献する」こ

とを企業使命にしております。当社の事業は、お客様にサービスを提供する“人”と、それを支えるIT

で成り立っています。人とITのチカラを最大限に発揮して、お客様の価値創造を支援することで、“お

客様のお客様”の満足感が高まり、その満足の輪が広がれば、社会がより豊かになっていくと考えてお

ります。 

「お客様、社員、株主、そして社会の期待に応え、長期にわたって成長し、企業価値を高める」こと

をめざしていきます。 

  

売上高及び営業利益の増加による継続的な成長を基本的な経営指標として設定し、経営効率と生産性

の向上を図り、企業価値を高めてまいります。 

  

アグレックスグループは、３カ年の中期経営計画「VALUE INNOVATION X」（平成24年４月～平成27年

3月）に取り組んでおります。 

 「VALUE INNOVATION X」においては、二つのマーケティングと三つのイノベーションを基本戦略と

し、当社の総合力を結集してお客様のニーズにお応えするサービスの展開を図り、「VPP※ (Value

Process Provider)の地位を確固たるもの」にしてまいる所存です。  

※ 「社内外のリソースや商品・サービスの総合化・融合化を図り、お客様にとってより付加価値の高いサービスやソリューシ

ョンを提供するプロバイダー」 
  

＜中期経営計画＞ 

◆基本戦略 

二つのマーケティング 

○攻めのマーケティング： 

新規市場開拓や新サービス・新ソリューション創出を推進する。 

○顧客価値を高めるマーケティング： 

お客様の業務改革支援のためのマーケティングを進め、業務ノウハウ・技術・システム・設備な

どを複合化した付加価値の高いサービスを提供する。 

三つのイノベーション 

○コスト・品質イノベーション： 

生産拠点の再構築、品質・プロジェクト管理強化、技術力向上などを推進する。 

○人材イノベーション： 

人事・人材に関する社内の意識改革を実行し、組織に活力を与え、事業の推進力を高める。 

○経営管理イノベーション： 

経営管理の質と効率を高めるとともに、見える化を推進する。 

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,663,274 3,041,350

受取手形及び売掛金 3,918,446 4,211,527

有価証券 201,387 401,131

仕掛品 452,559 473,976

原材料及び貯蔵品 14,707 12,449

繰延税金資産 556,699 587,467

その他 590,646 576,823

貸倒引当金 △6,252 △6,586

流動資産合計 8,391,469 9,298,140

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 901,726 920,026

減価償却累計額 △515,993 △567,806

建物及び構築物（純額） 385,733 352,219

機械装置及び運搬具 341,881 341,243

減価償却累計額 △191,526 △224,208

機械装置及び運搬具（純額） 150,355 117,035

工具、器具及び備品 1,625,684 1,551,331

減価償却累計額 △1,286,899 △1,271,175

工具、器具及び備品（純額） 338,785 280,156

土地 205,976 205,976

リース資産 482,952 538,643

減価償却累計額 △101,247 △170,594

リース資産（純額） 381,704 368,048

有形固定資産合計 1,462,555 1,323,436

無形固定資産

のれん 117,682 －

ソフトウエア 686,773 792,714

その他 195,717 16,638

無形固定資産合計 1,000,172 809,353

投資その他の資産

投資有価証券 456,139 699,962

敷金及び保証金 1,042,618 1,002,252

繰延税金資産 314,980 303,350

その他 62,047 75,147

貸倒引当金 △579 △572

投資その他の資産合計 1,875,206 2,080,140

固定資産合計 4,337,935 4,212,930

資産合計 12,729,404 13,511,070
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 417,312 467,928

未払費用 1,183,865 1,182,670

未払法人税等 197,702 340,317

未払消費税等 189,180 203,010

賞与引当金 1,164,997 1,279,460

製品保証引当金 1,000 1,000

その他 628,167 776,813

流動負債合計 3,782,225 4,251,201

固定負債

リース債務 337,626 312,579

退職給付引当金 654,626 745,235

長期未払金 80,064 51,551

固定負債合計 1,072,317 1,109,366

負債合計 4,854,542 5,360,567

純資産の部

株主資本

資本金 1,292,192 1,292,192

資本剰余金 1,493,807 1,493,807

利益剰余金 5,208,100 5,388,301

自己株式 △117,390 △116,207

株主資本合計 7,876,710 8,058,094

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △40,469 50,171

その他の包括利益累計額合計 △40,469 50,171

新株予約権 38,620 42,237

純資産合計 7,874,861 8,150,502

負債純資産合計 12,729,404 13,511,070
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 27,919,616 28,671,516

売上原価 ※1 23,365,297 ※1 23,826,974

売上総利益 4,554,318 4,844,542

販売費及び一般管理費

役員報酬 260,657 240,099

給料手当及び賞与 1,503,939 1,550,491

賞与引当金繰入額 219,282 245,027

地代家賃 386,768 369,366

採用費 72,010 64,899

その他 ※2 1,493,950 ※2 1,478,055

販売費及び一般管理費合計 3,936,608 3,947,940

営業利益 617,710 896,601

営業外収益

受取利息 5,934 6,355

投資事業組合運用益 － 5,872

為替差益 1,336 －

貸倒引当金戻入額 10,598 －

保険返戻金 2,357 16,812

その他 19,089 13,630

営業外収益合計 39,317 42,670

営業外費用

支払利息 8,655 10,028

為替差損 － 4,124

支払補償費 3,095 －

事務所移転費用 6,944 11,556

リース解約損 － 11,449

その他 1,913 1,715

営業外費用合計 20,610 38,873

経常利益 636,417 900,398

特別利益

投資有価証券売却益 － 3,422

固定資産売却益 1,666 －

特別利益合計 1,666 3,422

特別損失

固定資産除却損 ※3 18,459 ※3 19,887

投資有価証券売却損 1,161 16,534

減損損失 － 15,998

その他 274 －

特別損失合計 19,895 52,420

税金等調整前当期純利益 618,188 851,400

法人税、住民税及び事業税 449,887 524,851

法人税等調整額 72,402 △64,812

法人税等合計 522,290 460,038

少数株主損益調整前当期純利益 95,897 391,361

当期純利益 95,897 391,361

(株)アグレックス（4799）　平成25年３月期　決算短信

- 11 -



連結包括利益計算書
(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 95,897 391,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,439 90,640

その他の包括利益合計 ※1 5,439 ※1 90,640

包括利益 101,337 482,002

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 101,337 482,002
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（３）連結株主資本等変動計算書
（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 1,292,192 1,292,192

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,292,192 1,292,192

資本剰余金

当期首残高 1,493,807 1,493,807

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,493,807 1,493,807

利益剰余金

当期首残高 5,351,996 5,208,100

当期変動額

剰余金の配当 △239,793 △207,447

当期純利益 95,897 391,361

自己株式の処分 － △3,713

当期変動額合計 △143,895 180,200

当期末残高 5,208,100 5,388,301

自己株式

当期首残高 △47,017 △117,390

当期変動額

自己株式の処分 － 12,618

自己株式の取得 △70,373 △11,434

当期変動額合計 △70,373 1,183

当期末残高 △117,390 △116,207

株主資本合計

当期首残高 8,090,979 7,876,710

当期変動額

剰余金の配当 △239,793 △207,447

当期純利益 95,897 391,361

自己株式の処分 － 8,904

自己株式の取得 △70,373 △11,434

当期変動額合計 △214,269 181,384

当期末残高 7,876,710 8,058,094

(株)アグレックス（4799）　平成25年３月期　決算短信

- 13 -



（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △45,908 △40,469

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

5,439 90,640

当期変動額合計 5,439 90,640

当期末残高 △40,469 50,171

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 △45,908 △40,469

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

5,439 90,640

当期変動額合計 5,439 90,640

当期末残高 △40,469 50,171

新株予約権

当期首残高 29,175 38,620

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 9,445 3,616

当期変動額合計 9,445 3,616

当期末残高 38,620 42,237

少数株主持分

当期首残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － －

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

純資産合計

当期首残高 8,074,246 7,874,861

当期変動額

剰余金の配当 △239,793 △207,447

当期純利益 95,897 391,361

自己株式の処分 － 8,904

自己株式の取得 △70,373 △11,434

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 14,885 94,256

当期変動額合計 △199,384 275,640

当期末残高 7,874,861 8,150,502
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 618,188 851,400

減価償却費 615,375 613,022

減損損失 － 15,998

のれん償却額 167,922 117,682

長期前払費用償却額 16,805 19,378

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,604 114,462

退職給付引当金の増減額（△は減少） 96,164 90,609

受注損失引当金の増減額（△は減少） △4,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,518 326

受取利息及び受取配当金 △7,178 △8,544

支払利息 8,655 10,028

固定資産除却損 18,449 19,887

固定資産売却損益（△は益） △1,391 －

投資有価証券売却損益（△は益） 1,161 13,112

投資事業組合運用損益（△は益） △1,741 △5,969

売上債権の増減額（△は増加） △169,808 △190,433

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,518 △19,158

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,154 2,144

長期前払費用の増減額（△は増加） △36,082 △18,968

仕入債務の増減額（△は減少） 19,258 50,616

未払費用の増減額（△は減少） 122,633 1,296

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,116 13,107

その他の流動負債の増減額（△は減少） 117,197 15,866

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5,253 △13,303

その他 9,429 12,506

小計 1,531,106 1,705,067

利息及び配当金の受取額 2,869 9,422

利息の支払額 △8,633 △10,028

法人税等の還付額 522 816

法人税等の支払額 △595,193 △385,543

営業活動によるキャッシュ・フロー 930,672 1,319,735
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,025 △106,015

定期預金の払戻による収入 － 200,000

短期貸付けによる支出 △500,400 －

短期貸付金の回収による収入 500,210 390

有価証券の取得による支出 △400,000 △500,000

有価証券の売却による収入 500,000 500,000

有形固定資産の取得による支出 △197,492 △185,159

無形固定資産の取得による支出 △272,342 △172,023

投資有価証券の取得による支出 △26,127 △462,794

投資有価証券の売却及び償還による収入 16,352 148,554

その他の支出 △50,406 △73,506

その他の収入 51,751 87,217

投資活動によるキャッシュ・フロー △384,480 △563,337

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 800,000 950,000

短期借入金の返済による支出 △800,000 △950,000

配当金の支払額 △237,700 △207,718

自己株式の取得による支出 △70,373 △11,434

その他 △3,214 △65,109

財務活動によるキャッシュ・フロー △311,288 △284,262

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 234,903 472,134

現金及び現金同等物の期首残高 2,379,482 2,614,386

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 2,614,386 ※1 3,086,521
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該当事項はありません。 

  

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数 

    ６社 

(2) 主要な連結子会社の名称 

アグレックスファインテクノ㈱ 

登録管理ネットワーク㈱ 

ＡＣメディカル㈱ 

なお、非連結子会社はありません。 

  

２．持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法を適用した関連会社の名称等 

該当事項はありません。 

(2) 持分法を適用しない関連会社の名称等 

  該当事項はありません。 

  

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

  

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

①  有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定)を採用しております。 

時価のないもの 

移動平均法による原価法を採用しております。 

ただし、投資事業有限責任組合出資金は個別法によっており、組合決算の損益を営業外収益又は

営業外費用として計上する方法を採用しております。 

②  たな卸資産 

仕掛品 

個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用

しております。 

貯蔵品 

最終仕入原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用して

おります。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①  有形固定資産(リース資産を除く) 

定率法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 
②  無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法を採用しております。 

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法、

市場販売目的のソフトウェアについては、見込販売数量に基づく償却額と見込有効期間(３年)に基づ

く均等配分額とを比較し、いずれか大きい額を償却する方法を採用しております。 

③  リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

(3) 重要な引当金の計上基準 

①  貸倒引当金 

債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

②  賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。 

③  製品保証引当金 

プログラムの無償補修費用の支出に備えるため、過去の実績に基づく将来発生見込額を計上してお

ります。 

④  受注損失引当金 

請負契約に係る案件のうち、当連結会計年度末時点で将来の損失が見込まれ、かつ、当該損失額を

合理的に見積もることが可能なものについて、翌連結会計年度以降に発生が見込まれる損失額を計上

しております。 

⑤  退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき発生し

ていると認められる額を計上しております。 

(4) 重要な収益及び費用の計上基準 

(受注制作のソフトウェア取引に係る売上高及び売上原価の計上基準) 

①  当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められるソフトウェア取引 

進行基準(進捗率の見積りは原価比例法) 

②  その他のソフトウェア取引 

完成基準 

(5) のれんの償却方法及び償却期間 

のれんは、５年で均等償却しております。 

建物 ３～27年

構築物 10～20年

機械装置 10～12年

工具、器具及び備品 ３～20年
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(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

  

５．その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 

  

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これによる当連結会計年度の損益への影響は軽微であります。 

  

(連結損益計算書関係） 

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「保険事務手数料」及び「助成

金収入」は、営業外収益の総額の100分の10以下となったため、当連結会計年度より「その他」に含め

て表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替え

を行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「保険事務手数料」に表示

していた3,552千円、「助成金収入」に表示していた1,709千円は、「その他」として組替えておりま

す。 

  

前連結会計年度において、「特別損失」の「その他」に含めておりました「投資有価証券売却損」

は、特別利益の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示しておりま

した1,436千円は、「投資有価証券売却損」1,161千円、「その他」274千円として組み替えておりま

す。 

  
  

（７）会計方針の変更

（８）表示方法の変更
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※１  前連結会計年度(自  平成23年４月１日 至  平成24年３月31日) 

期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、たな卸資産評価損34,900千円が売上原

価に含まれております。また、売上原価に含まれる製品保証引当金繰入額は1,000千円であります。 

  

当連結会計年度(自  平成24年４月１日 至  平成25年３月31日) 

期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、たな卸資産評価損7,300千円が売上原

価に含まれております。また、売上原価に含まれる製品保証引当金繰入額は1,000千円であります。 

  

※２  研究開発費の総額 

 
  

※３  固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

 
  

  

（９）連結財務諸表に関する注記事項

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

一般管理費に含まれる研究開発費 20,935千円 40,017千円

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

建物及び構築物 5,267千円 7,227千円

器具及び備品 10,804千円 9,212千円

ソフトウェア 2,388千円 3,447千円

計 18,459千円 19,887千円
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※１  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

 

(連結包括利益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

その他有価証券評価差額金

 当期発生額 13,141千円 123,287千円

 組替調整額 ―千円 13,112千円

  税効果調整前 13,141千円 136,400千円

  税効果額 △7,701千円 △45,759千円

  その他有価証券評価差額金 5,439千円 90,640千円

     その他の包括利益合計 5,439千円 90,640千円
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前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
(注）1.普通株式の自己株式の増加94,700株は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の

規定に基づく自己株式の取得による増加であります。 

2.普通株式の自己株式の増加60株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

  

２．新株予約権に関する事項 

 
  

３．配当に関する事項 

  (1) 配当金支払額 

 
  

  (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

当連結会計年度期首 
株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式

普通株式 10,500,000 ― ― 10,500,000

合計 10,500,000 ― ― 10,500,000

自己株式

普通株式 37,341 94,760 ― 132,101

合計 37,341 94,760 ― 132,101

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(千円)当連結会計

年度期首
当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計 
年度末

提出会社 
(親会社)

ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

― ― ― ― ― 38,620

合計 ― ― ― ― ― 38,620

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成23年６月22日 
定時株主総会

普通株式 136,014 13.0 平成23年３月31日 平成23年６月23日

平成23年10月28日 
取締役会

普通株式 103,778 10.0 平成23年９月30日 平成23年12月９日

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月20日 
定時株主総会

普通株式 103,678 利益剰余金 10.0 平成24年３月31日 平成24年６月21日
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当連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日) 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
(注）1.普通株式の自己株式の増加14,200株は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の

規定に基づく自己株式の取得による増加であります。 

2.普通株式の自己株式の増加101株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

3.普通株式の自己株式の減少14,200株は、新株予約権の権利行使による減少であります。 

  

２．新株予約権に関する事項 

 
  

３．配当に関する事項 

  (1) 配当金支払額 

 
  

  (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

当連結会計年度期首 
株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式

普通株式 10,500,000 ― ― 10,500,000

合計 10,500,000 ― ― 10,500,000

自己株式

普通株式 132,101 14,301 14,200 132,202

合計 132,101 14,301 14,200 132,202

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(千円)当連結会計

年度期首
当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計 
年度末

提出会社 
(親会社)

ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

― ― ― ― ― 42,237

合計 ― ― ― ― ― 42,237

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成24年６月20日 
定時株主総会

普通株式 103,678 10.0 平成24年３月31日 平成24年６月21日

平成24年10月30日 
取締役会

普通株式 103,768 10.0 平成24年９月30日 平成24年12月10日

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月20日 
定時株主総会

普通株式 103,677 利益剰余金 10.0 平成25年３月31日 平成25年６月21日
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※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金勘定 2,663,274千円 3,041,350千円

有価証券 
(追加型公社債投資信託)

101,387千円 101,461千円

預入期間が３か月を超える 
定期預金

△150,275千円 △56,291千円

現金及び現金同等物 2,614,386千円 3,086,521千円
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１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は、サービス別の「ビジネスプロセスアウトソーシング」、「ソフトウェアソリューション」、

「システムインテグレーション」及び「その他システム機器販売等」の４つを報告セグメントとしてお

ります。 

 「ビジネスプロセスアウトソーシング」では、ＩＴを活用して顧客の業務プロセスの改善・変革を支

援し、業務を一括して受託しております。「ソフトウェアソリューション」では、自社開発のソフトウ

ェアパッケージや他社商品を組み合わせ、顧客の課題解決を支援しております。「システムインテグレ

ーション」では、顧客の情報システムの調査・分析・企画からシステム開発、インフラ構築、運用・保

守まで一貫して支援しております。「その他システム機器販売等」はシステム開発に付随する情報機器

の販売等を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。 

 「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、法人税法の改正

に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法

人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法

に基づく方法に変更しております。 

 これによる当連結会計年度のセグメント利益への影響は軽微であります。 

  

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 
(注）１．セグメント利益の調整額△3,936,608千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,936,608千 

           円であります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。 

     ２．セグメント資産の調整額12,729,404千円は、各報告セグメントに配分していない共有資産12,729,404千円で

         あります。 

     ３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）1、
２

連結
損益計算書
計上額 
(注）３

ビジネス 
プロセス 
アウトソ
ーシング

ソフトウ
ェアソリ
ューショ

ン

システム
インテグ
レーショ

ン

その他
システム 
機器販売

等

計

売上高

外部顧客への売上高 16,977,350 1,901,896 9,017,261 23,107 27,919,616 － 27,919,616

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 16,977,350 1,901,896 9,017,261 23,107 27,919,616 － 27,919,616

セグメント利益 2,431,203 873,092 1,246,069 3,952 4,554,318 △3,936,608 617,710

セグメント資産 － － － － － 12,729,404 12,729,404
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  当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

 
(注）１．セグメント利益の調整額△3,947,940千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,947,940千 

           円であります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。 

     ２．セグメント資産の調整額13,511,070千円は、各報告セグメントに配分していない共有資産13,511,070千円で

         あります。 

     ３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

    前連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

  (1)売上高 

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。 

  (2)有形固定資産 

 本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）1、
２

連結
損益計算書
計上額 
(注）３

ビジネス 
プロセス 
アウトソ
ーシング

ソフトウ
ェアソリ
ューショ

ン

システム
インテグ
レーショ

ン

その他
システム 
機器販売

等

計

売上高

外部顧客への売上高 17,008,057 1,980,206 9,663,434 19,818 28,671,516 － 28,671,516

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 17,008,057 1,980,206 9,663,434 19,818 28,671,516 － 28,671,516

セグメント利益 2,592,525 829,402 1,419,121 3,492 4,844,542 △3,947,940 896,601

セグメント資産 － － － － － 13,511,070 13,511,070

(関連情報)
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３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載は

ありません。 

  

    当連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

  (1)売上高 

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。 

  (2)有形固定資産 

 本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載は

ありません。 

  

    前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

    当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 固定資産の減損損失については、報告セグメントに配分しておりません。 

 当連結会計年度における固定資産の減損損失の計上額は15,998千円であります。 

  

    前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

 のれんの償却額等については、報告セグメントに配分しておりません。 

 当連結会計年度におけるのれんの償却額は167,922千円、のれんの未償却残高は117,682千円でありま

す。 

  

    当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 のれんの償却額等については、報告セグメントに配分しておりません。 

 当連結会計年度におけるのれんの償却額は117,682千円、のれんの未償却残高はありません。 

  

 該当事項はありません。 

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注) １．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。 

 
  

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

 該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり純資産額 755.82円 782.06円

１株当たり当期純利益金額 9.23円 37.73円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額

9.18円 37.50円

項目
前連結会計年度

(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

 当期純利益(千円) 95,897 391,361

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る当期純利益(千円) 95,897 391,361

 普通株式の期中平均株式数(千株) 10,393 10,373

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

 当期純利益調整額(千円) ― ―

 普通株式増加数(千株) 55 62

 (うち新株予約権)(千株) (55) (62)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

― ―

項目
前連結会計年度

(平成24年３月31日)
当連結会計年度

(平成25年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 7,874,861 8,150,502

純資産の部の合計額から控除する金額(千円)

(うち新株予約権) (38,620) (42,237)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 7,836,240 8,108,265

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(千株)

10,367 10,367

(重要な後発事象)
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当連結会計年度における生産実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。     

（単位：千円）

 
(注) １．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当連結会計年度における受注状況をサービス別に示すと、次のとおりであります。 

(単位：千円）

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当連結会計年度における販売実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。 

(単位：千円）

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

開示内容が定まった時点で開示いたします。 

５．その他

(1)生産、受注及び販売の状況

①生産実績

サービス
当連結会計年度

(自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 前年同期比(%)

ビジネスプロセスアウトソーシング 17,041,132 101.0

ソフトウェアソリューション 1,986,392 103.7

システムインテグレーション 9,651,551 105.9

合計 28,679,076 102.8

②受注状況

サービス

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日）

受注高 受注残高
前年同期比(%) 前年同期比(%)

ビジネスプロセスアウトソーシング 17,438,914 106.2 8,044,860 105.7

ソフトウェアソリューション 2,060,025 104.0 1,543,767 105.5

システムインテグレーション 9,994,090 98.6 3,796,965 109.5

その他システム機器販売等 19,818 85.8 - -

合計 29,512,847 103.3 13,385,592 106.7

③販売実績

サービス
当連結会計年度

(自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 前年同期比(%)

ビジネスプロセスアウトソーシング 17,008,057 100.2

ソフトウェアソリューション 1,980,206 104.1

システムインテグレーション 9,663,434 107.2

その他システム機器販売等 19,818 85.8

合計 28,671,516 102.7

(2) 役員の異動
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